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GL-0.05m までアスファルト
GL-0.05 ～0.3m ：瓦礫混り砂
全体に細粒。下部は粗粒化。

シルト
質細砂

茶
灰

均質なシルトで粘性はない
貝殻小片混入。含水量は中位。シルト 暗灰 極軟

い

中砂～粗砂分が主。細粒分含有
量は少ないが、粒度分布は広い。
含水量は中位。貝殻小片混入。
GL-3m 付近は粘性土分が多くなり
若干の粘性が有る

中
砂

淡
灰

緩
い

含水量は多く軟質である
少量の砂分を混入
比較的均質で粘性は強い
貝殻小片混入

砂
混
り
シ
ル
ト
質
粘
土

暗
灰

極
軟
い

中砂～粗砂分を主とするが、粘
性土分を多く混入し、粘性が強
い部分も見られる
含水量は多い。不均質である。

粘土質
中砂

暗
灰

極
緩
い

中砂～粗砂分が主。部分的に粘
性土分を多く混入し粒度分布は
広い。含水量は中位～多い。
不均質である。

中
砂

暗
灰

緩
い

中砂～粗砂分を主とし、細粒分
は少ない。
粒度分布は広い。
含水量は中位～多い。
下部は粗粒化し、粗砂及び小礫
を混入する

中
砂

淡
灰

中
位
の

半ば固結するがGL-13m 付近は褐
色を呈し、含水量が多く、軟い。
以深は、含水量は少なく半ば固
結する。細砂～中砂分を混入し
粘性は強い。

砂
質
粘
土

淡
青
灰

軟
い

硬
い

細砂～中砂分が主。細粒分は少。
粒度分布は広い。含水量は多い。細砂 淡灰

少量の砂分を混入する。
含量は少なく粘性が強い。
比較的均質である。
腐植物片混入。
GL-16.1 ～-16.15m 間に砂の薄層
を挟む。

シ
ル
ト
質
粘
土

青
灰

軟
い

中砂～粗砂分が主。粘土分が多
く、粘性が強い。含水量は中位。
花崗岩質の粗砂及び小礫を混入

粘土質
中砂 青灰 中位

の

含水量は少なく、粘性が強い
中砂分混入。強い指圧で崩れる。

砂混り
粘土

淡青
灰

中位
の

中砂～粗砂分が主。粘性土分多
く粒度分布は広い。含水量は中
位。不均質。粘性土薄層を挟む。

粘土質
中砂

淡
灰

中位
の

含水量は少なく半ば固結する
ブロックは強い指圧で崩れる
粗砂及び小礫を混入

シルト
質中砂

暗青
灰

中位
の

含水量は少なく粘性が強い
貝殻片及び腐植物混入
GL-22.1 ～-22.45 間に径2 ～20mm

の礫を混入
下部、細砂～中砂分混入

砂
混
り
粘
土

青
灰

中
位
の

中砂～粗砂分を主とするが、粘
性土分を多く混入し、粒度分布
は広い。
花崗岩質の小礫及び砂を混入。
含水量は中位～多い。
粘土分が多い部分では強い粘性
が有る。
不均質である。
GL-26.15 ～-26.25m,GL-26.4 ～-2

6.45m 間粘土を挟む。

粘
土
混
り
中
砂

淡
青
灰

中
位
の

緩
い

全体に有機質で炭化物を混入
含水量は少なく、粘性は弱い
少量の細砂～中砂分を混入

砂混り
シルト
質粘土

暗
褐

極硬
い

中砂～粗砂分を主とするが、粘
性土分を多く混入し、粒度分布
は広い
含水量多く、若干の粘性が有る

粘土混
り中砂

淡
青
灰

中
位
の

やや固結したシルト質粘土状を
呈する。
含水量は少なく、粘性が強く硬
質である。
比較的均質である。
ブロックは強い指圧で崩れる。
GL-32m付近は指圧で容易に崩れ
粘性土状になる。
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頁
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茶
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青
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褐炭質。指圧で崩れ径5mm程度の
岩芯が残る。含水量は少。崩土に
粘性はない。

強風化
頁岩 褐

強い指圧で崩れ粘性土化する
径5～8mm程度の岩芯が残る

風化頁
岩 淡灰

L=10cm程度の硬質コアとなる
コアは指圧で崩れない
GL-38m付近、渇炭層を挟む
白～褐色の葉理が入る
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・本資料は、工事等により現況と整合しない場合があり、現在の位置関係や地質状況などを特定するものではありません。
・本資料は、参考データとして利用し、現在の地質状況は、再度ボーリングを行う等して確認をお願いします。




